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((単位：百万円単位：百万円))

+54.2%249+179.1%385138税 引 き 前 利 益

15.84

142

440

676

10,938

0 3 年 度

中間期実績

-29.5%

-19.3%

+130.9%

+50.5%

+10.0%

対前期比

11.32

102

297

531

10,798

0 3 年 度

中間期予想

+39.9%22.48
１株当たり利益
（ 円 ）

+39.4%176当 期 純 利 益

+48.1%191経 常 利 益

+27.4%449営 業 利 益

+1.3%9,942売 上 高

対予想比
0 2 年 度

中間期実績
連 結 損 益

２００３年度中間期の概況

11

（注）（注）0303年度中間期予想は、年度中間期予想は、55月月2626日付の「平成日付の「平成1515年度年度33月期決算短信（連　月期決算短信（連　
　　　結）」にて発表した予想であります（以下同じ）。　　　結）」にて発表した予想であります（以下同じ）。



２００３年度中間期の総括

売売 上上 高高

・・新規事業が伸長し、既存事業も堅調新規事業が伸長し、既存事業も堅調

→前期比売上高→前期比売上高996996百万円（百万円（10.010.0％）増（ほぼ予想値通り）％）増（ほぼ予想値通り）

営業利益営業利益

・販売管理費の抑制、連結子会社の在庫の圧縮・販売管理費の抑制、連結子会社の在庫の圧縮

→対予想比で営業利益→対予想比で営業利益145145百万円（百万円（27.427.4％）増％）増

　　　　　　経常利益　　　　　　経常利益143143百万円（百万円（48.148.1％）増％）増

純純 利利 益益

・・開発投資減税の影響のため開発投資減税の影響のため

→対予想比で→対予想比で4040百万円（百万円（39.439.4％）増％）増

・税効果会計の影響のため・税効果会計の影響のため

→対前期比では→対前期比では3434百万円（百万円（19.319.3％）減％）減 22



((単位：百万円単位：百万円))

+3.5％1,0951,058販 管 費

+0.6％2,1902,177販 管 費

+50.5％676449営 業 利 益 計

+34.7％387287配 賦 不 能 費 用

+5.4％322305営 業 利 益

+23.0％2,5942,110売 上 原 価

+15.5％4,0123,474売 上 高

医療・健康機器事業

+71.9％742431営 業 利 益

+3.5％3,9923,857売 上 原 価

+7.1％6,9256,467売 上 高

計測・計量機器事業

対 前 期 比
0 3 年 度

中 間 期 実 績

0 2 年 度

中 間 期 実 績
セ グ メ ン ト

セグメント別実績－1

33



計測・計量機器計測・計量機器

・利益率の高い新規事業（ＤＳＰ事業）が伸びて収益性が向上・利益率の高い新規事業（ＤＳＰ事業）が伸びて収益性が向上

→営業利益→営業利益71.971.9％増％増

医療・健康機器医療・健康機器

・家庭用血圧計がロシアを中心に好調・家庭用血圧計がロシアを中心に好調

→売上高→売上高15.515.5％増　％増　

・中国新工場の立上げの遅れ・中国新工場の立上げの遅れ

→販売価格の下落を吸収できず収益率の低下→販売価格の下落を吸収できず収益率の低下

→中国新工場の開業費用の増加により販管費の増加→中国新工場の開業費用の増加により販管費の増加

セグメント別実績－2

44



((単位：百万円単位：百万円))

+21.5％676+6.4％821771計 測 機 器

+7.1％

+5.5％

+46.0％

+3.5％

対 前 期 比

7,095

1,064

765

4,589

0 3 年 度

中間期予想

6,467

886

450

4,358

0 2 年 度

中間期実績

6,925

935

657

4,510

0 3 年 度

中間期実績

-2.4％売 上 合 計

-12.0％
電 子 ビ ー ム

関 連 ユ ニ ッ ト

-14.1％
計測・制御・シミュレ

ーションシステム（DSP）

-1.7％計 量 機 器

対 予 想 比製 品 種 別

計測・計量機器事業売上高

計測機器・計量機器　　：計測機器・計量機器　　：全体的に堅調に推移全体的に堅調に推移

ＤＳＰ　　　　　　　　ＤＳＰ　　　　　　　　：伸長したが新規需要の開拓が今一歩：伸長したが新規需要の開拓が今一歩

電子ビーム関連ユニット電子ビーム関連ユニット：売上予想に達しなかったが受注は順調：売上予想に達しなかったが受注は順調
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計測・制御・シミュレーション事業について

66

657

68

103

486

0 3 年 度

中 間 期 実 績

450

78

82

289

0 2 年 度

上 期 実 績

623

114

71

437

0 2 年 度

下 期 実 績

売 上 合 計

そ の 他

試 験 機 関 連

自 動 車 関 連

用 途 種 別

自動車関連を中心に確実に売上を伸ばしているが、マーケットサイズは大き自動車関連を中心に確実に売上を伸ばしているが、マーケットサイズは大き
く今後も売上伸長の余地は大きい。一方、重機、ロボット、航空宇宙産業、く今後も売上伸長の余地は大きい。一方、重機、ロボット、航空宇宙産業、
工作機械等の新規分野の開拓が、今後の事業急成長の鍵。工作機械等の新規分野の開拓が、今後の事業急成長の鍵。

((単位：百万円単位：百万円))



((単位：百万円単位：百万円))

医　療　機　器医　療　機　器：ほぼ予定通り：ほぼ予定通り

健　康　機　器健　康　機　器：ロシアが好調の一方、欧米では若干苦戦：ロシアが好調の一方、欧米では若干苦戦

+0.3％708+3.8％711685医 療 機 器

+15.5％

+18.4％

対 前 期 比

3,702

2,993

0 3 年 度

中間期予想

3,474

2,789

0 2 年 度

中間期実績

4,012

3,301

0 3 年 度

中間期実績

+8.4％売 上 合 計

+10.3％健 康 機 器

対 予 想 比製 品 種 別

医療・健康機器事業売上高

77



中国新工場の稼動状況

88

家庭用血圧計のコストダウンを目的として中国に設立した工場について家庭用血圧計のコストダウンを目的として中国に設立した工場について
は、以下に示す稼働となっております。は、以下に示す稼働となっております。
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■■　貸借対照表分析　貸借対照表分析 ((単位：百万円単位：百万円))

+4.9％578551少 数 株 主 持 分

+3.2％27,55026,700
負債及び資本合計

資本金+382。資本剰余金+519。

利益剰余金+122。
+16.2％6,9846,010資 本 合 計

流動負債▲1,137。

固定負債+986.
-0.7％19,98820,138負 債 合 計

+3.2％27,55026,700資 産 合 計

有形固定資産+261。

投資その他の資産▲185。
+0.5％7,5737,536固 定 資 産 合 計

受取手形及び売掛金+553。

棚卸資産+357。
+4.2％19,97719,164

流 動 資 産 合 計

コ メ ン ト対前期比
0 3 年 度

中 間 期

0 2 年 度

期 末
連 結 貸 借 対 照 表

財務分析（貸借対照表）
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■■　キャッシュフロー分析　キャッシュフロー分析 ((単位：百万円単位：百万円))

2,4381,892現金及び現金同等物の期末

残 高

212△778
現金及び現金同等物の増加額

株式の発行による収入+902。社債の
発行+500。長期借入金の増加+538。
短期借入金の返済により△419。

1,4921
財 務 活 動 に よ る Ｃ Ｆ

有形固定資産の取得により△233。無
形固定資産の取得により△184。連結
範囲変更を伴う子会社株式の取得に
より△191。

△621△527
投 資 活 動 に よ る Ｃ Ｆ

税金等調整前純利益+385。減価償却
費+451。売上債権の増加により△579。
仕入債務の減少により△483。法人税
等の支払により△595。

△652△244
営 業 活 動 に よ る C F

コ メ ン ト
0 3 年 度

中 間 期

0 2 年 度

中 間 期
連 結 ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ

財務分析（キャッシュフロー）
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設備投資・減価償却費の推移
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(単位：百万円)
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中間期設備投資 224

通期設備投資 347 454 561 548

中間期減価償却費 206

通期減価償却費 490 440 467 412

第24期
00年度

第25期
01年度

第26期
02年度

第27期(予)
03年度
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2,000
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6,000

8,000

輸出金額
(単位：百万円）

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

対売上高
比率

円建 2,291 2,636 2,998 1,873

外貨建 4,657 4,690 4,351 1,978

輸出比率 40.8% 41.2% 39.6% 40.6%

第24期
00年度

第25期
01年度

第26期
02年度

第27期
中間実績

為替の影響について

※Ａ＆Ｄ単体での状況です
1212

差 額

債 務

債 権

差 額

仕 入

販 売

通貨

区分

1,6533,4319,327

23607,693

2644,4402,452

1,1045111,683

1,8903,43117,021

ス
ト
ッ
ク

1,3684,49114,135

フ
ロ
ー

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

ﾄﾞﾙ
ユーロドル

20032003年度中間期の外貨建て取引の状況年度中間期の外貨建て取引の状況　　　　　輸出の状況　　　　　輸出の状況

通貨（千単位）通貨（千単位）



((単位：百万円単位：百万円))

-2.3%82.4284.36１株当たり利益（円）

+12.2%743662当 期 純 利 益

+29.4%1,2951,001経 常 利 益

+25.8%1,7641,402営 業 利 益

+3.6%7,3287,076販売費及び一般管理費

+4.6%13,74413,145売 上 原 価

+5.6%22,83821,625売 上 高

対 前 期 比
0 3 年 度

通 期 見 通 し

0 2 年 度

通 期 実 績
連 結 損 益

２００３年度通期見通し

1313



通期見通し達成のポイント

＜新規事業＞＜新規事業＞

　（１）計測・制御・シミュレーションシステム（　（１）計測・制御・シミュレーションシステム（DSPDSP））

　　　・　　　・自動車業界での売上をより一層拡大　自動車業界での売上をより一層拡大　

　　　　　　・新規需要を獲得するために積極的な販売推進・新規需要を獲得するために積極的な販売推進

　（２）　（２）電子ビーム関連ユニット電子ビーム関連ユニット

　　　　 ・受注の確実な納品（受注上向き）・受注の確実な納品（受注上向き）

　　　　 ・顧客からの更なる製品の高度化への要求に応える・顧客からの更なる製品の高度化への要求に応える

　　　　　　 ために、研究開発の推進　　　　ために、研究開発の推進　　　　

＜既存事業＞＜既存事業＞

　　　　 ・ＤＳＰ応用製品を開発して市場に投入・ＤＳＰ応用製品を開発して市場に投入

　　　　 ・・中国現地法人における家庭用血圧計の生産体制の強化中国現地法人における家庭用血圧計の生産体制の強化

　　　　 →生産台数の拡大により一層のコスト削減を実現→生産台数の拡大により一層のコスト削減を実現　　　　
1414



((単位：百万円単位：百万円))

+3.9％2,2182,134販 管 費

+4.0％4,3894,221販 管 費

+25.8％1,7641,402営 業 利 益 計

-0.1％719720配 賦 不 能 費 用

+7.8％684635営業利益

+4.0％5,0814,884売上原価

+4.3％7,9847,654売 上 高

医療・健康機器事業

+21.0％1,7991,487営業利益

+4.9％8,6638,261売上原価

+6.3％14,85313,970売 上 高

計測・計量機器事業

対 前 期 比
0 3 年 度

通 期 見 通 し

0 2 年 度

通 期 実 績
セ グ メ ン ト

セグメント別見通しｰ1

1515



計測・計量機器事業計測・計量機器事業

・新規事業の販売強化・新規事業の販売強化

→収益性の向上→収益性の向上

医療・健康機器事業医療・健康機器事業

・中国現地法人における家庭用血圧計の生産体制の強化・中国現地法人における家庭用血圧計の生産体制の強化

→生産台数の拡大により一層のコスト削減を実現→生産台数の拡大により一層のコスト削減を実現

セグメント別見通しｰ2

1616



((単位：百万円単位：百万円))

計測機器　　　　　　　：計測機器　　　　　　　：市況は上向いてきたが、まだ不透明感がある市況は上向いてきたが、まだ不透明感がある

計量機器　　　　　　　：計量機器　　　　　　　：新製品の拡販により通期増収確保新製品の拡販により通期増収確保

ＤＳＰ　　　　　　　　ＤＳＰ　　　　　　　　：新規顧客の拡大に傾注：新規顧客の拡大に傾注

電子ビーム関連ユニット電子ビーム関連ユニット：受注の確実な納品と更なる高性能化の追求：受注の確実な納品と更なる高性能化の追求

+0.2％1,547-5.9％771725821計 測 機 器

6,925

935

657

4,510

0 3 年 度

上期実績

+5.7％

-2.6％

+84.6％

-0.4％

対前期比

7,502

1,377

623

4,730

0 2 年 度

下期実績

14,853

2,276

1,808

9,220

0 3 年 度

通期見通

+6.3％7,927売 上 合 計

+0.6％1,341電子ビーム関連ユニット

+68.4％1,150
計測・制御・シミュレー
ションシステム（DSP）

+1.5％4,710計 量 機 器

対前期比
0 3 年 度

下期見通
製 品 種 別

計測・計量機器事業の売上高見通し
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((単位：百万円単位：百万円))

医療機器医療機器：ほぼ計画通りの着地予定：ほぼ計画通りの着地予定

健康機器健康機器：価格競争の激化と経済が不透明である事から慎重見通し：価格競争の激化と経済が不透明である事から慎重見通し

+5.2％1,6116.4％846900711医 療 機 器

4,012

3,301

0 3 年 度

上 期 実 績

-5.0％

-7.8％

対前期比

4,179

3,333

0 2 年 度

下期実績

7,984

6,373

0 3 年 度

通期見通

+4.3％3,972売 上 合 計

+4.1％3,071健 康 機 器

対前期比
0 3 年 度

下 期 見 通
製 品 種 別

医療・健康機器事業の売上高見通し

1818



新製品紹介－1

計量コントローラ　計量コントローラ　AD4820AD4820

ＤＳＰ技術を応用した当社の新製品で、以下の特徴ＤＳＰ技術を応用した当社の新製品で、以下の特徴
があります。があります。

１．１．最大最大1212台までの計量機器のデータ表示及び台までの計量機器のデータ表示及び

　　制御を　　制御を11台で行う事が可能台で行う事が可能

　　→→設備の多機能化とコストダウン等を実現設備の多機能化とコストダウン等を実現

２．２．制御プログラムや表示画面をユーザー独自制御プログラムや表示画面をユーザー独自

　　に製作する事が可能　　に製作する事が可能

　　→ユーザーニーズに的確に対応する事ができる→ユーザーニーズに的確に対応する事ができる
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新製品紹介－2

　家庭用デジタル血圧計　家庭用デジタル血圧計

　　UAUA--772772

（（20032003年年88月発売）月発売）

振動・騒音解析システム振動・騒音解析システム

「「CompactWCACompactWCAシリーズ」シリーズ」

（（20032003年年99月発売）月発売）

　　　　粘度計　　　　粘度計 　　　　　　

SVSV--10 10 

（（20032003年年88月発売）月発売）

音又振動式により高音又振動式により高
精度な計測を実現精度な計測を実現

IHBIHB（（不規則脈波）検知不規則脈波）検知
機能を備えた使いやす機能を備えた使いやす
い血圧計い血圧計

車載での使用を可能に車載での使用を可能に
したコンパクトサイズしたコンパクトサイズ
のシステムのシステム
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　１　会社概要

　２　会社沿革

　３　グループの概要

　４　事業の内容（計測・計量）

　５　事業の内容（医療・健康）

　６　開発の状況

　７　電子天びんの国内市場シェア

　８　電子ビーム関連ユニットの内容

　９　半導体露光の現況と当社の取り組み

１０　計測・制御・シミュレーションシステムの概要-1

１１　計測・制御・シミュレーションシステムの概要-2

１２　計測・制御・シミュレーションシステムの概要-3

　

会　社　案　内会　社　案　内
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ＡＡ((アナログアナログ))　　Ｄ　　Ｄ((デジタルデジタル))変換技術を根幹に変換技術を根幹に

「はかる」を事業領域として「はかる」を事業領域として

様々な分野の電子計測機器を提供します様々な分野の電子計測機器を提供します

会 社 名 株式会社エー・アンド・デイ

事 業 所 本社：東京都豊島区 / 開発・技術センター：埼玉県北本市

鴻巣工場：埼玉県鴻巣市 / 他：営業所・出張所９拠点

設　　立 昭和52年 5月 6日

資 本 金 32億475万円(H15/9現在)

従 業 員 527名(平均年齢　39.3才、平均勤続　13.6年)(H15/9/30現在)

事業内容 電子計測器、電子計量機器、医療用電子機器、材料試験機

その他電子応用機器の研究開発、製造、販売

会社概要

11



昭和52年 現社長の古川　陽がタケダ理研工業㈱(現　㈱アドバンテスト)の仲間１
３名と電子計測器の製造販売を目的として㈱エー・アンド・デイを設立

重量指示計のインジケータを開発し計量機器事業に参入

昭和53年 電子ビーム露光装置のビーム偏向用「Ｄ/Ａ(デジタル／アナログ)変換
器」を開発、電電公社(現　ＮＴＴ)電気通信研究所へ納入

昭和57年 計量器メーカの研精工業㈱を子会社化、電子天びん事業に参入

米国にＡ＆Ｄ　ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ，ＩＮＣ．を設立、海外展開を
促進

昭和58年 音・振動の波形を解析するＦＦＴアナライザ「ＡＤ－３５２１」を開発
(１５ｂｉｔ,１００ｋＨｚは当時世界最高性能)

昭和62年 ㈱タケダメディカル(平成元年、当社に合併)と一手販売契約を締結、医
療・健康機器事業に参入

平成４年 パーソナルコンピュータを応用した業務用計測装置として、アップル・
コンピュータ製ＰＣのマッキントッシュ内蔵型の波形解析システム「Ｗ
ＣＡ」を開発、販売を開始

平成12年 計測・制御・シミュレーションシステム「ＡＤ－５４００シリーズ」を
開発、販売開始

平成15年　 ジャスダック市場に株式を上場

会社沿革
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㈱エー・アンド・デイ

研精工業㈱㈱オリエンテック

リトラ㈱
㈱エー・アンド・
デイ・システム

A&D KOREA
Limited
(韓国)

A&D ENGINEERING,
INC.
(米国)

A&D INSTRUMENTS
LIMITED
(英国)

A&D SCIENTECH
TAIWAN LIMITED

(台湾)

A&D MERCURY
PTY.LTD.
(豪州)

A&D SCALES
Co.,Ltd.
(韓国）

愛安徳電子(深　)
有限公司
(中国)

生産･開発関係会社

販売関係会社

土川

Ａ＆Ｄは開発および販売を中心に活動Ａ＆Ｄは開発および販売を中心に活動

生産主体は国内外関係会社生産主体は国内外関係会社

海外販売は関係会社経由と直販を併用海外販売は関係会社経由と直販を併用

グループの概要
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計測・計量機器
・様々な物理量(アナログ値)を計測しデジタル値で表示

・デジタル値に応じてアナログ信号を出力

電 子 銃 ・ 電 子 ビ ー ム 偏 向 回 路

計 測 ・ 制 御 ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム

計測機器

計量機器 電子天びん・台秤・ロードセル・インジケータ

Ｆ Ｆ Ｔ ア ナ ラ イ ザ ・ 波 形 解 析 シ ス テ ム
非破壊検査機器・材料試験機・電子計測機器

事業の内容(計測・計量)
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医療・健康機器
病院向けから家庭向けまで、血圧を中心に様々な生
体情報を計測

病院用デジ
タル血圧計

メディカル
計 量 器

身 長 体 重 計 ・ ベ ッ ド ス ケ ー ル ・
バ リ ア フ リ ー ス ケ ー ル

携帯型血圧計・血圧監視装置・全自動血圧計

健 康 機 器 家 庭 用 デ ジ タ ル 血 圧 計 ・ 体 重 計

事業の内容(医療・健康)
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

研究開発費
(単位：百万円）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

比率

研究開発費 2086 2024 1,860 1,951 1,963

売上高比率 11.7% 11.5% 10.9% 11.0% 10.6%

開発人員比率 40.8% 41.1% 40.9% 42.5% 43.6%

第22期
98年度

第23期
99年度

第24期
00年度

第25期
01年度

第26期
02年度

社内資源の多くを開発に投入し、社内資源の多くを開発に投入し、
各事業分野で継続して開発を実施。各事業分野で継続して開発を実施。

((平成平成1515年年33月期月期//Ａ＆Ｄ単体Ａ＆Ｄ単体))

　在来事業　　在来事業　134134名名(60.1(60.1％％))

　　新規事業　新規事業　 8989名名(39.9(39.9％％))

　合　　計　　合　　計　223223名名

開発の状況

※Ａ＆Ｄ単
体での状況
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0

1,000

2,000

3,000

その他 1,446 1,630 1,591 1,691 1,333

当社 1,110 1,052 1,196 1,319 1,171

第22期
98年度

第23期
99年度

第24期
00年度

第25期
01年度

第26期
02年度

電子天びん市場シェアの推移～シェアＮＯ１を維持～

44.0% 43.4% 39.2% 42.9% 43.8%

（単位：百万円）

多 彩 な 機 能 が 多 様 な 用 途 と 広 範 な 市 場 を 形 成多 彩 な 機 能 が 多 様 な 用 途 と 広 範 な 市 場 を 形 成

微量精密測定・基準値に対する％表示・ＰＣ・プリンタとの接続・微量精密測定・基準値に対する％表示・ＰＣ・プリンタとの接続・
比重（密度）測定・個数計機能・動物計量　　　　　　　　　比重（密度）測定・個数計機能・動物計量　　　　　　　　　……etcetc

電子天びんの国内市場シェア
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種　別 主　要　製　品 特　徴　等

電 子 銃 高真空内で50ｋＶを超える出力でマイクロ放電せず

ビ ー ム 偏 向 回 路 ビームを定位置に制御

高 圧 電 源 100ＫＶを超える高圧電源により高安定・高出力の電

子ビームを発生

ビームブランキング回路 ビームをON/OFしショット間隔を制御

A/D･D/A

変 換 器

レ ン ズ ア ラ イ ナ ビームの形状・経路を制御

高圧電源高圧電源

電
子
銃

電
子
銃

ビームブランキングビームブランキング
回路回路

ビーム偏向回路ビーム偏向回路

レンズレンズ
アライナアライナ

会社案内会社案内--P12P12

電子ビーム関連ユニットの内容
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電子ビーム技術は半導体微細化の為の中核技術電子ビーム技術は半導体微細化の為の中核技術
・電子ビームは20年以上前から次世代半導体を担う技術とされてきた。
・これまでの光技術では、90ｎｍ線幅以下のレベルへの対応は厳しい。

露光装置メーカーが積極的に外部資源の活用を開始露光装置メーカーが積極的に外部資源の活用を開始
・必要な技術レベルが高まり全てを内作には限界
・技術開発には長い期間と莫大なコストが必要だが、外部活用なら短期・
ローコストで高度技術が利用可能

半導体露光での電子ビーム応用分野半導体露光での電子ビーム応用分野
　・半導体露光装置用のマスク描画装置
　・半導体直接描画装置
　・次世代転写型マスク露光装置～他の候補光源：F2 エキシマレーザ　/　EUV（紫外線)

　

・・電子ビーム偏向制御用Ｄ／Ａ変換器、電子銃といった基幹ユニット電子ビーム偏向制御用Ｄ／Ａ変換器、電子銃といった基幹ユニット
　を露光機メーカーに提供（マスク描画装置にて実用済）　を露光機メーカーに提供（マスク描画装置にて実用済）

・次世代のステッパー、直接描画装置の開発にも大きな役割を担って・次世代のステッパー、直接描画装置の開発にも大きな役割を担って
　いる。　　いる。　

当社の取り組み当社の取り組み

半導体露光の現況と当社の取り組み
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ADAD--Virtual ConsoleVirtual Console

Windows 2000Windows 2000

MATLAB/MATLAB/SimulinkSimulink

入
出
力
ラ
イ
ブ
ラ
リ

入
出
力
ラ
イ
ブ
ラ
リ

入入

出出

力力

ユユ

ニニ

ッッ

トト

RTRT--LinuxLinux
Ａ＆Ｄ製品Ａ＆Ｄ製品

ＣＣ言語に言語に

実行指示実行指示

処理結果処理結果

ブロック線図の作ブロック線図の作
成でプログラム生成でプログラム生
成ができる成ができる

計測制御画面作成計測制御画面作成

実実
行行
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

条件設定条件設定

結果表示結果表示

モデル作成モデル作成

・デジタル信号の高速処理技術を活かし、複雑な計測・制御をリアルタイムで実行

・機器設計段階ではコンピュータ上の仮想モデルでのシミュレーションテストを、

　試作段階では試作した実機と仮想モデルによる周辺機器を組合せたシミュレーシ

　ョンテストをリアルタイムで行い、様々な機器の開発期間を大幅に短縮

・開発/設計/生産の各現場で同一環境で計測制御可能

計測データ計測データ
収集収集

制御信号制御信号
出力出力

計測・制御・シミュレーションシステムの概要-1
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ブロック図を書く事でプログラム実行コードの生成が可能で、
複雑なプログラムを記述する事なくユーザーによる可視性の
高いフレキシブルなシステム構築が可能。

ADAD--Virtual ConsoleVirtual Console画面画面

計測・制御・シミュレーションシステムの概要-2

1111

計測制御の条件設定や状況を確認する画面は、当計測制御の条件設定や状況を確認する画面は、当
社独自のソフト（社独自のソフト（ADAD--Virtual ConsoleVirtual Console）によって）によって
見やすくてカスタマイズも容易。見やすくてカスタマイズも容易。

エンジンモデルブロック図エンジンモデルブロック図

プログラムレス化を実現プログラムレス化を実現 快適な操作環境快適な操作環境



システム事例～エンジンテストベンチ

計測・制御・シミュレーションシステムの概要-3

現場中継BOX

供試体ｴﾝｼﾞﾝ
ｽﾛｯﾄﾙ･ｱｸﾁｭｴｰﾀ

見積範囲内

各種ｾﾝｻｰ

ECU

現場中継BOX

ﾀﾞｲﾅﾓ

ダイナモ
コントローラ

計測制御装置

制御
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ

（DSP)

計測
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ

（DSP)

アクチュエータ
コントローラ

温度制御
ユニット

１
８

２
２

動歪アンプ

キーボード・マウス
（ｽﾗｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ）

UPS

AD7121-01

AD7121-01

AD7121-03

AD7121-02

AD7121-01

CRT

システムラック
W595×D872×H1822

（ﾌﾟﾘﾝﾀは別置き）

TNGラック
AD7901

AD4532A

ダイナモコントローラ
スロットルコントローラ

操作パネル
手動操作機器

①エンジン以外の外部条件（変速機、タイヤ、路面抵抗等）をコンピューターでモデル化して、そのモデルに基づいた①エンジン以外の外部条件（変速機、タイヤ、路面抵抗等）をコンピューターでモデル化して、そのモデルに基づいた
　負荷をエンジンに与える。　負荷をエンジンに与える。

②テストで想定するアクセル開放度に応じて、エンジンに燃料を与える。②テストで想定するアクセル開放度に応じて、エンジンに燃料を与える。

③排ガス濃度、騒音、燃料消費量等等を計測してコンピューターへフィードバックする。③排ガス濃度、騒音、燃料消費量等等を計測してコンピューターへフィードバックする。

②②

①①

③③

⇒他の部分の完成を待たずに様々な条件におけるエンジンの性能テストが可能⇒他の部分の完成を待たずに様々な条件におけるエンジンの性能テストが可能
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